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学びのコーナー 

                  

啓発キャラバン「みやこ・まいこ隊」が目指すもの 
(その 1)～共生社会の実現～ 

育成ニュースに「学びのコーナー」が加わりました。障害者に関する法律・制度 

や中央情勢をできるだけ分かりやすくお伝えしてまいります。 

この稿の最初にまず、「啓発キャラバン隊が目指すもの」と題して、数回に分け 

て活動の背景となる法律の基本理念や活動の目的や効果などをお伝えします。 

最初に、「障害者基本法」についてのお話をします。同法の第 1 条には、次のよ 

うに規定されています。 

（目的）第 1 条 この法律は、全ての国民が、障害の有無にかかわらず、等しく基本的

人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、

全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重

し合いながら共生する社会を実現するため、障害者の自立及び社会参加の支援等のため

の施策に関し、基本原則を定め、及び国、地方公共団体等の責務を明らかにするととも

に、（以下略） 

ここで最も重要なキーワードは、「共生社会の実現」です。皆さんも何度も耳に 

されたことがあると思いますが、そもそも「共生社会」とはどういう意味なのでし 

ょうか。厚生労働省は、次のように定義しています。 

「地域共生社会」とは、（略）地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と

資源が世代や分野を超えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を

ともに創っていく社会 

と、随分難しく書かれていますが、又村あおいさんの言葉をお借りすると、要する 

に「共生社会」とは、「障害のある人もない人も、お互いのことを理解・尊重して、 

イヤな思いをせずに気持ちよく暮らすことが出来る（地域）社会」ということになります。これ

が私たちの目指すゴールではないでしょうか。 

次回は、これも重要なキーワードである「差別的取扱い」についてお伝えします。 
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～～～１１月 青年学級だより～～～ 
 

1 日(前半)・15 日(後半)に分かれ、学習会(音楽)行いました。 

3 密・換気・飛沫感染を考慮して、今回もミュージカル『サウンド・オブ・ミュージック』の

DVD を鑑賞しました。 

時間の関係で全編は鑑賞出来ませんでしたが、先生からの説明を受けオーストリアのザルツブ

ルクの美しい風景、マリアが歌を知らない子供たちをピクニックに連れていき、音楽の基礎から

教えるシーンでは、だれもが知っている『ドレミの歌』を歌います。 

青年学級でも『ドレミの歌』はハンドベルを使い音楽の時間に練習をしており、今回は鑑賞後

『サウンド・オブ・ミュージック』の代表曲『エーデルワイス』『ドレミの歌』をマスク着用で

合唱しました。 

29 日『アートクラブ』では、「思いを自由に描く」をテーマに、思い思いの画風で描いてい

ました。中でも色紙を使い美しくバランス良い色合いでフルーツを画用紙一杯に。 

来月のクリスマスの準備でしょうか？来月の『ティーパーティー』では絵の中の苺・ソフトク

リームが出て来ます。 

青年学級担当理事 小谷・上田 
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    バスハイキングに行ってきました！！ 

 

 １１月 8 日（日）絶好の秋晴れの中、第４３回日新電機労働組合の皆様とのバスハイキングに

行ってきました。 

今年はコロナ禍の中、全ての支部行事が中止になり半ば諦めていたところ、みんなの行きたい

気持ちが通じたのか、日新労組様のご厚意でバスは丹後へと出発しました。 

 「ととまーと」に到着、初めて「ちくわ作り体験」 

をしました。棒に魚のすり身を巻き付ける作業が難しく、 

みんな悪戦苦闘していました。ちくわが焼きあがる間に、 

本場の新鮮な豪華海鮮丼を頂き、お腹は大満足・・・。 

 ケーブルで笠松公園に行き、日本三景の天橋立の絶景を、「股のぞき」をしたり写真に収めた

り、それぞれ楽しみました。また、車窓から流れる美しい紅葉に、秋を満喫しながら帰路につき

ました。日新電機労働組合の皆様、ありがとうございました。 

≪仲間たちの感想です≫ 

◆初めて来たけど、天橋立の景色がきれいでした。お昼ごはんがおいしかった。リフトが気持ち

よかった。                             （高杉 太市） 

◆ちくわ作り体験が良かった。もう一回やりたかった。海鮮丼がおいしかった。 

                                  （立畑 智史） 

◆ごはんが、多すぎて食べられなかった。ちくわ作りが難しかった。楽しかった。 

                                  （田中 雅子） 

◆いい天気でよかった。ちくわ作り体験がよかった。天橋立は遠くの山とか海が見えて、景色が

よかった。                             （杉原 守） 

◆リフトが気持ちよかった。                     （木村 明清） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりにみんなの笑顔に出会え、とても楽しい一日になりました。 

                    （右京支部参加者一同） 

投稿コーナー 
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第 1 回専門家による講座報告 

日時    令和２年 11 月 19 日（木）１０：００～１２：００ 

場所    京都手をつなぐ育成会本部 3 階 会議室 

参加人数  ３７名 

テーマ   高齢化していく障害者家族の実態から見えてくること 

～支援の中から親亡き後の生活を見据えて～ 

講師    自立センター竹屋町工房所長  島田 達也 氏 

 

島田氏は障害者本人やそのご家族の悩みを受け止め、何らかの問題に直面した時も、より良い

方向に進めるようにと、解決に向けて最大の努力をしてくださる方です。その経験からの講座は

大変有意義で心に響きました。 

研修の目的 

１） ご本人、ご家族の高齢化が進む中で現状の生活を維持しながら、親亡き後の生活をどのよ

うに構築するか。 

２） 具体的に事例などを基に「いざ」という時、その後の生活についてシミュレーションして

みましょう。と２つの事例を基に、対応、支援などについての説明がありました。 

事例の検討から日頃の備えについて 

①緊急時の連絡先など周囲が確認できるようにする。 

*ご家族が高齢になれば、体調が悪くなり緊急に入院、場合によっては緊急搬送もある。そ

の時に緊急連絡先を電話の近くなどに貼っておく。 

☆緊急連絡先例 

  親類・相談支援専門員・ケアマネージャー・日中活動の管理者等 

緊急連絡先については予めそれぞれに指定している事を伝えておく。 

❢連絡先はきょうだいがいる方は絶対に書いておいてほしい。 

 いざという時きょうだいと相談することが増える為とても大事です。 

❢直ぐにわかるように大きな字で書いておく。 

 ②日頃から周囲の方に本人に対しての意向を緊急連絡先対象に伝えておく。 

   *入所？グループホーム？在宅？等 

   *ご本人がどのような活動を望むか、から考える。 

 ③気になる点・不安な点・お願いしたい事をまとめておく。 

   *ご本人の 1 日の流れ・お金の使い方・余暇の過ごし方等 

 （例）朝起きられない・発作がある・こだわりが強い・偏食・アレルギー・等々 

 

今回の講座の中から主に日頃の備えについてを報告させていただきました。今すぐではない！

と思いながらも常に漠然とした不安を抱えているのが障害者の親御さんだと思います。日頃の

備えについては直ぐに出来る大切なポイントです。学びを活かしてこれらの事から「いざ」と

いう時のために取り組んでおきましょう。                  

 相談担当理事  田中 𠮷田 
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第３回 弁護士法律講座のご案内 

日 時 令和３年２月１５日（月）10：00～12：00 

場 所 京都手をつなぐ育成会 ３階 会議室 

テーマ 「京都府における特別迷惑行為防止条例」について知りたいこと 

講 師 京都みらい法律事務所 秋重 実 弁護士 

 ＊参加ご希望の方は、２月 10 日（水）までに、育成会事務局に 

  お申込み下さい。 TEL 322-1070 定員２５名で締め切らせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

京親協 令和 2 年度役員・リーダー等研修会ご案内 

会 場 京都テルサ  京都市南区新町通九条下ル  

TEL 075-692-3400（代） 

・研修会当日は、昼食は各自お済ませのうえ、午前１１時５０分までに受付を済ませて下さい。 

・地下駐車場（有料、車高 2.1ｍ以下）をご利用下さい。   

・新型コロナウイルス感染防止のため変更等の場合はおって連絡します。 

 

第３回 

テーマ 「成年後見人の『声』から課題を考える」 

講 師 京都市北部障害者地域生活支援センター 

         「きらリンク」センター長 土屋 健弘 氏 

京都市南部障害者地域生活支援センター 

        「あいりん」相談支援専門員 出口 剛史 氏 

〔テーマに沿った話の出来る弁護士・司法書士・社会福祉士〕 

日 時 令和３年１月 26 日（火）正午～午後３時 

会 場 京都テルサ東館 ２階 セミナー室 

 

お申し込みは、１月８日（金）までに育成会事務局 ＴＥＬ 322-1070 にお願いします。 

 

賛助会員にお申込み頂き心より感謝申し上げます（敬称略） 

中村 栄嗣  石井 嘉子  浅田 初枝  上田 昌子  

 

京都とっておきの芸術祭 

【書の部】 優秀賞「ぼくの心にはねがある」  栄西 大我さん（中京支部） 

  

              受賞おめでとうございます！ 
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[無料電話・メール相談等本部受付件数]  

≪11 月 相 談 件 数≫ 法律 1件 医療 1件 療育 5 件   

施設 2 件 弁護士 1 件 その他 5 件   

令和 3 年の法律相談  9:00～12:00      

1 月 9 日（土） 担当弁護士 梅田 正樹 氏  

 当番の相談員もいます。お気軽にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月 活動計画】        【支部だより】 

 

 

 

 

  

 

 

美山育成苑が職員を募集しています 

【１月 工房だより】  詳しいことは、直接お問い合わせください。 

電話 ０７７１－７５－１５６１ 

            京都府南丹市美山町小渕クボ５０番地１ 

 

  

♬ コールいくせい練習日のお知らせ 

1/14（木）1/28（木）2/18 （木）2/25 （木） 

１０時～１１時３０分 ひかり学園にて練習を行います。 

 

          

 

                     

 

 

 

 

 

★山科工房 

27  誕生会 

★ 伏見工房 

9   クラブ活動 

★ 各工房 

4   仕事始め、新年会 

15 給料日 

12/29～1/3    冬季休暇 

9   役員例会・法律相談 

10   青年学級（英語） 

11   京親協 はたちを祝うつどい 

14   コールいくせい練習    

19   文化委員会 

20   支部長会 

24   青年学級（英語） 

28   コールいくせい練習 

 

 

北    1/31   新年親子の集い   於；白龍 

中京  12/6   餅つき    於；中京区地域福祉センター 

  12/29  フラワーアレンジメント 於；村田様宅 

   1/31   新春総会   於；京都ブライトンホテル 

南     12/13  クリスマス会 於；南社協ボランティアセンター 

 

               


